
Title <書評>高橋憲行著　"カタストロフィー・マーケッ
ティング"　昭和55年4月1日（第1刷）　ビジネス社刊

Author(s) 上田, 健一

Citation デザイン理論. 1980, 19, p. 131-133

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/53722

rights

Note

Osaka University Knowledge Archive : OUKAOsaka University Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

Osaka University



圃
高 橋 憲 行 著

"カ タ ス ト ロ フ ィ ー ・ マ ー ケ ッ テ ィ ン グ"

昭 和55年4月1日(第1刷)ビ ジ ネ ス 社 刊

ユ930年 代 に入 って,ア メ リカ か ら導入 され たマ ー ケ ッテ ィ ング理 論 と,そ{D手 法 は 当時

日本 の産 業 デザ イ ンの あ り方 に,主 と して営 業 の 面 か らアセ ス メ ン トが 加 え られ,デ ザ イ

ン企 画 の 方 向 に少 か らず影 響 の あ っ た こ と を想 い起 す。 著 者 は,こ の 度 カ タス トロ フ ィー

理 論 の助 け を借 りて,マ ー ケ ッテ ィン グの 手法 を展 開 した,と 述 べ てい るが,高 度経 済成

長期 を経 て,今 日低迷 して い る 日本 の経 済情 勢 を,総 合 的 に過 飽 和 期 と見 て,そ の低 迷 期

か ら脱 出 し,予 測 す る将 来 目標,又 は イメ ー ジに対 して立 ち向 う発 想 法 を,構 造 図 とマ ツ

プ 図 を通 して 啓示 した本 書 は,今 後 の 商 品企 画 に一 つ の方 法 を与 えて い る。

曽 ての ニ クソ ンシ ョ ック,ド ル シ ョッ ク,第1次 ・第2次 オ イ ル シ ョッ クな ど,こ こ10

余 年 の間 の 変 動 は,世 界的 に不況 情 勢 を もた ら し,企 業個 々の 自助 努 力 の み で は解 決 で き

な い課 題 と され て いた 。然 し,こ れ等 の 要 因 に対 して,日 本人 は,特 有 の勘 性,他 に類 を

見 な い意志 の疎 通 性 と勤勉 実 行 力 に よっ て,事 態 を克服 し,今 日の 産 業経 済 地 盤 を築 きあ

げ,世 界 か ら集 目 を浴 び て い る。

政 情 に一応 の落 付 き を見 た と き,残 って い る最 大 の 問題 は,マ ス コ ミで伝 え て い る様 に

膨 大 な赤 字 財政 の上 に立 っ てい るこ と を,基 本 的 に見逃 す こ とは で きな い。何 れ,こ の つ

けは 国民 生 活 に の しかか っ て く、る こと が予 想 され るが,こ の 負担 配 分 につ い て は,政 治政

策 に関 わ る こ と と して も,既 に各 界 で は,バ レー ボー ル競 技 の よ うに,頭 上 に降 りかか る

負担 球 を打 ち返 す ウ ォー ミング ア ップ に余 念 の な い とこ ろ,こ れ が経 済 低迷 の気 流 と い う

もの で は な いで し ょうか 。

芸術 作 品 や 出版 物 は,お よそ その 時の 社 会情 勢 や経済 情 勢 を反 映 して い る もの です 。企

業 家 や 生 活者 の 間 に,甘 い夢 を抱 く向 に対 して は警 告 を,不 安 に お の の く人達 に対 しては,

確 か な方 向 を もつ よ う,い ろん な角度 か らの提 言 が記 され て い る。 今 日の経 済飽 和 期 にお

いて,多 様 化 す る生活 指 向 に対 応 して,高 橋 憲 行氏 に よ る"カ タ ス トロ フ ィー ・マ ー ケ ッ

テ ィン グ"の 提 唱 は,時 機 に適 した出 版発 表 と して評 価 した い。

曽 て普 及 した パ レー トの 法則,最 近話 題 と な った"ラ ンチ ェス ター""ポ ー トフ ォ リオ"
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理 論 と共 に,こ の度 の"カ タ ス トロ フ ィー ・マ ー ケ ッテ ィ ング"手 法 は,企 業,営 業 責 任

者,商 品企 画 者 が行 うマ ー ケ ッテ ィ ング戦 略 につ い て,一 層,認 識 を高 め るた め に必 読 を

奨 めた い。 何 れ の マー ケ ッテ ィ ング理 論 にせ よ,共 通 して基 本 とす ると こ ろは,企 業 につ

い て,又 は商 品 につ いて,的 確 な現状 分 折 を要求 して い る。 その 分折 結 果 に対 して,そ の

集 計の仕 方 に,夫 々個性,各 々 に特性 が あ り,そ の運 用 如何 に かか っ てい る。 そ して,そ

の運 用 実践 へ の 熱 意如 何 が実 効 を左右 す る もの と判 断 され る。

今 日,商 品 企 画,ク リエ ー テ ィブ 活動 にせ よ,無 か らもの は 生 じな い。 も の に新 しい意

味 を発 見 す る こ とが,開 発 で あ り,創 造 活動 とす るな れば,先 づそ の もの の 卒直 な分 折 か

ら始 め ね ば な ら ない。 つ ま り価 値 分折 で あ る。 その結 果 に対 して再 評価 を くだ し,不 要 の

因子 を排除 し,更 に他 か ら必要 とす る因子 を附 加 して,従 来 の もの か ら別 個 に,全 く新 し

い 意味 と価値 を生 む とこ ろの もの を形 成 す ると ころ に 開発,又 は創 作 とい う意 義 が 生 れ る

と考 え ら れる。 カ タス トロフ ィーで 言 えば,イ メー ジの転 換 とい うこ とに な る。

イ メ ー ジマ ップに よ る商 品価 値 分 折 は,実 務 関係 者 に止 らず,商 品 に関 して勉 学 す る学

生 諸君 に も,興 味 あ る課 題 で あ る。 特 に勉 学 をプ レイ に転換 させ る方 法 で も あ り,産 学 調

和 の一 つ の場 と して,商 品企 画 す る意 識 の涵 養 と生 活者(消 費 者)と して の立 場 か らの評

価 資料 に な ると考 え られ る。 そ して イ メー ジマ ップ か ら商 品 マ ップ,続 い て商 品 戦 略 に移

行 して ゆ く間,産 業経 済 進展 に寄与 す る人 材 づ く り を助 成 して ゆ くこ と とな るで し ょう。

著 者 も触 れ て い る よ うに,今 日,日 本 の繊 維 産 業 は過 飽 状 態 に あ る とい え る。既 に和繊

維 メー カ ーの 多 くが,多 角 経営 に指 向 し,或 は アパ レ ルを主 体 に フ ァ ッ シ ョ ン産 業 に脱皮

しよ う とす る動 きが あ り,曽 て の水 平 連 繋 か ら,垂 直連 繋 が進 みつ つ あ って,業 界 も流 動

的 で あ る。 また,製 品 の差 別 化推 進 の動 向 は,従 来 の リス ク分 散形 の 流 通細 分化 か ら,基

本 的 に,リ ス ク を排 除 しよ うとす る合 理 化 策 に連 な る面 が窺 はれ る。

これ等 は,結 果的 に見 れ ば,メ ー カ ー,流 通 業者 が,夫 々 の立場 か ら考 え るカ タ ス トロ

フ ィー ・マー ケ ラテ ィング指 向 に因 る とい え る とこ ろ です。.

日本 の繊維 産 業 は,各 産 地 の 活 動 と各 段 階 で の流 通 組織 が極 め て復 雑 で あ り,大 企 業 か

ら零細 家 業 を含 め,こ の 分野 に携 わ る人 口 は総 計凡 そ270万,そ の家 族 を入 れ る と1.000万

に も達 す ると言 われ て い る。 殊 に最近 フ ァ ッシ ョン産 業 の組 織 化 が課 題 と な って い ると き,

本 書 の 内容 に,こ の業 界 の マ ー ケ ッテ ィ ング戦 略 又 は戦術 に つ いて,著 者 の 目か ら見 た カ

タス トロフ ィー 論 を充 実 させ,斯 界 を啓発 す る増補 版 に期待 を繋 ぎた い と思 う。

こ れは,本 書 をよ り多 くの 人達 に購 読 させ るた め の助 言 で あ る。 社 会生 活 にお い て,'最

も身 近 かに受 け止 め る フ ァ ッ シ ョ ン界 に広 く課 題 を提 供 す る こ と は,功 罪 を超 え て有意

義 と考 え られ る か らで あ る。
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本 著 は 装釘 デザ イ ンか ら受 け るイ メー ジが一 見 ヤ ング層 が 通勤 途 上 な ど に携 行 す る読

物 の よ うに受 け止 め られ る が,内 容 は ビ ジネ ス マ ンが デ ス クで,じ 一 っ と考 え させ られ る

とこ ろの もの で あ る。所 謂,ビ ジネ ス図 書 の類 に入 る と思 う。殊 に カバ ー の デザ イ ンにつ

い て,内 容 が象 徴 的 に滲 み出 るよ うな構 成 に した か った と思 うが,如 何 で し ょ うか。

一 方 ,読 物 と して 見直 す と,第1章 か ら第2章 にか け ての 導 入部 分 の運 び に,い ま少 し

平 易 な説 明,多 少 の情 緒 を含 め て著 者 の ペ ー ス に同 調 させ て 行 く工 夫 が望 ま しい と思 う。

お よ そ,総 て の もの に は ラ イフサ イ クル が あ る よ う に,デ ザ イ ン職 能 につ いて もぞ カ タ

ス トロ フ ィー が 考 え られ るとこ ろ です 。

昭和20年 代 は,そ の 導 入期,30年 代 が成長 期 で,各 種 の デザ イナ ー 団体 が結成 され,40

年 代 は,高 度経 済 成 長 の 波 に乗 った成 熟 期,40年 代 の末 期 か ら,50年 代 は飽 和期 に入 った

と見 るな れば,カ タス トロ フ ィー論 に よ って,今 後 衰退 期 に移 行 す る以 前 に,飽 和 現 象 か

ら脱 皮 し,新 しい成 長 期 に イ メー ジァ ップす る時 機 で は な か ろ うか 。 ベ ク トル をカ タス ト

ロフ イ ーベ ク トル に修 正 す る努 力 が斯 界 に求 め られ る とこ ろで あ る。最 近 デザ イ ン文 化 論

が 一部 に提 唱 され て い るが,デ ザ イ ナ ー 自身 が 画 く産 業文 化,社 会 文化 に対応 す る ビジ ョ

ン と,産 業 経 済 界や 地域 社 会 か らの デザ イナ ー に対 す るイ メー ジが,二 重構 造地 帯 化 しな

いた め,カ タス トロ フ イー ジャ ンプ が待 た れ る。

著者 は鳥取 県生 れ,1972年,京 都 工 繊 大 学 大学 院修 士 過 程 を修 了,大 阪 で㈱ リサ ーチ ・

ア ン ド ・デザ イ ン研 究 所 を主 宰 し,著 書,論 文 多数 を発 表 して い る。

意匠 工 芸 学 を修 めた著 者 が,造 形 表 現 の素 質 を充 分 に 有 しつ つ,商 品企 画 か ら流 通 関 係

にお い て,産 業経 済 界 を啓発 す るユ ニ ー クな 論 旨 を展 開 し,岡 山 ・東 京 ・大 阪 を拠 点 に幅

広 く活 躍 され て い る こ とに敬 意 を表 した い。

(上 田 健 一)
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